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Ⅰ．特　報

「点検・整備で当たるけん！
キャンペーン2015」 
　　　　　開催のお知らせ！！

定期点検整備の促進及び会員事業場への入庫促進を図るために、平成27年度懸賞付定期

点検整備促進キャンペーンを、「点検・整備で当たるけん！キャンペーン2015」と題して

実施いたします。

今年度も、定期点検を受けたお客様と３千円以上の部品・用品を交換または購入された

お客様を対象とすることに変わりありませんが、賞品を毎月50本に増やし、合計で300名

様に５千円の点検整備サービス券を進呈します。

会員の皆様におかれましても主旨・目的をご理解のうえ、事業場でのポスターの掲示や、

ＤＭによるお客様へのご案内等、キャンペーンにご参加いただきますようお願い申し上げ

ます。

平成29年2月28日㈫迄

見　本



— 2 —

【  実　施　要　領  】
１．実 施 期 間
　　平成27年７月１日（水）～平成27年12月31日（木）

２．応募資格
　　（１）会員事業場において定期点検整備を実施された方
　　　　①　対象車種および点検の内容（事業用自動車は除きます。）

自家用軽自動車
１年点検自家用乗用車

自家用小型二輪車（250cc 超）
自家用小型貨物車 ６ヶ月点検

　　　　②　対象の基本点検料
　　　　　基本点検料３, ０００円以上のものを対象とし、無償のものは除きます。

ただし、定期点検整備実施によるご応募は、１台につき１回のみのご応募とし
ます。

　　（２）会員事業場において部品・用品の交換または購入された方
　　　　①　１回に３, ０００円以上ご利用の方

②　部品・用品の交換または購入による応募は、交換・購入ごとに１回応募する
ことができます。ただし、１回の整備作業工程で修理部品交換が複数あった場
合でも１回のご利用とみなします。

③　一度応募しても、実施期間中に再度３, ０００円以上の部品・用品の交換・
購入があればその都度応募することができます。

④　実施期間中に、当選した『点検整備サービス券』のご利用があった場合、ご
利用金額が３, ０００円以上であれば再応募できます。

３．賞　品

額面５千円の『点検整備サービス券』毎月５０本

合計で３００名様に当たります！

４．応募方法（お客様が直接振興会に応募することはできません）
　　（１）専用応募用紙によるご応募

　専用応募用紙は情報誌やホームページに掲載してあるものを、コピーまたは印
刷してご利用ください。
　必要事項を全て応募用紙に記入し、毎月１か月分をまとめて振興会事務局宛に
郵送、ＦＡＸまたはお持込等でお届けください。

　　（２）振興会ホームページからのご応募
　キャンペーン特設ページに応募フォームを掲載しますので、応募フォームより
ご応募ください。
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５．応募締切および抽選
　　（１）毎月の応募締め切りは、翌月５日（振興会休業日の場合は、翌業務日）とします。

（２）最終の応募締め切りは、平成28年１月８日（金）までとします。
　　（３）抽選は、応募を締め切った月の中旬に行います。

６．当選発表および賞品の進呈
　毎月の抽選後、当選者の該当する事業場へ当選通知を送付し、数日後に、当選者に対
し当選通知と共に『点検整備サービス券』を郵送します｡

７．告知方法
（１）期間中、テレビおよびラジオでＣＭを放送し告知します。
（２）情報誌に掲載し、振興会ホームページに特設サイトを公開します。（６月公開予定）
（３）会員事業場に告知ポスターを１枚、ＤＭ用ハガキを 30 枚ずつ無料でお送りしま

す。会員の皆様からもお客様へのＰＲをお願いします。ＤＭ用ハガキは、印刷
用画像を振興会ホームページに公開しますので、追加で必要な場合は印刷して
ご利用ください。

８．印刷画像のダウンロードおよび応募フォームのご利用
　ホームページに公開した印刷画像をダウンロードする際または応募フォームをご利用
になる際には、次のＩＤ、パスワードを入力してご利用ください。

ＩＤ：easpa　　パスワード：9562181　　（共に半角英数）

９．『点検整備サービス券』について
　　（１）お客様のご利用方法

①　『点検整備サービス券』は次回のご来店から使用できます。（車検・点検整備・
一般整備・オイル交換・部品用品購入等）

②　お客様のご利用期限は当キャンペーン終了から13か月《平成29年１月31日
（火）》とします。（有効期限をサービス券の表面に表示します。）

③　『点検整備サービス券』は、どちらの会員事業場でもご利用可能です。

　　（２）会員事業場の対応方法
①　お客様から『点検整備サービス券』の提示があった場合は、額面金額を売上

費用から差し引いてください。
②　『点検整備サービス券』の利用があったときは、サービス券の裏面に必要事

項をご記入の上、振興会にサービス券を持ち込み換金してください。
③　上記換金の期限は平成29年２月28日（火）までとします。（換金有効期限を

サービス券の裏面に表示します。）
④　『点検整備サービス券』は、会員事業場において現金と引き換えはできません。

ただし、表示金額以下のご利用の場合の釣り銭の返金は、事業場の判断にお任
せします。
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点検・整備で当たるけん！
キャンペーン2015 応募用紙

１．登録番号（定期点検車両）
　　　　または
２．購入部品・用品名

点検・整備で当たるけん！
キャンペーン2015 応募用紙

１．登録番号（定期点検車両）
　　　　または
２．購入部品・用品名

点検・整備で当たるけん！
キャンペーン2015 応募用紙

１．登録番号（定期点検車両）
　　　　または
２．購入部品・用品名

点検・整備で当たるけん！
キャンペーン2015 応募用紙

１．登録番号（定期点検車両）
　　　　または
２．購入部品・用品名
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Ⅱ．試験・講習会・研修会等のご案内

平成27年度 第２回 自動車検査員教習
　平成27年度第２回自動車検査員教習が下記のとおり予定されましたので、ご案内いたします。

記

１．受講資格

◦教習の受講申込者は、道路運送車両法施行規則第62条の２の２第１項第５号に規定する整備主

任者（二級自動車シャシ整備士の技能検定のみに合格している者を除く。）として教習開始日の

前日（平成28年１月31日）において１年以上（一級の自動車整備士の技能検定合格した者にあっ

ては、６ケ月以上）の実務の経験を有する者であること。なお教習受講申込者は、受講申込日

の前日において、直近の整備主任者研修（法令研修）時に選任されていた者は、当該研修を受

講していること。

２．申込受付期間　　平成27年11月30日（月） ～ 12月４日（金）

３．定員

◦原則として60名以下となっております。なお、申込者の方には、運輸支局長から申込書に記入

した現住所に、受講の適否についての通知があります。

４．教習期間　　平成28年２月１日（月）～２月10日（水）の間で運輸支局長が定める日時（４日間の予定）

５．教習時間　　９：00～17：00 

６．教習修了試問（修了試験）日時　　平成28年２月12日（金）13：30～15：30まで

７．教習場所　　愛媛県自動車整備振興会　自動車会館

８．申込方法　　

◦受講申込書（写真貼付4.5cm ×3.5cm）及び二級整備士のコピーを各１枚、振興会指導課へ提出

してください。

◦受講申込書は、振興会窓口にてご用意しています。また、振興会ＨＰにてダウンロードができ

ます。

９．資料　　

①自動車検査員必携（四国自動車整備振興会連合会）� （6,170円）税込

　【追録第14号まで加除整理出来ていること】

②自動車検査員必携　保安基準省令・告示、審査事務規程

　　　　　継続検査関係資料体系（交文社）平成28年１月� （4,968円）税込

③自動車検査ハンドブック（自動車公論社）平成27年版� （2,000円）税込

④自動車検査用機械器具の構造と取扱（日本自動車機械工具協会） � （1,800円）税込

　【参考資料】問題集　平成27年版　四国運輸局施行

　　　　　　  自動車検査員教習試験問題と解説（自動車公論社）� （3,000円）税込

10．受講料　　無　料

＜注意＞

◦過去２年間に教習を受講し試問を受けられてない方、また不合格となり再度受けられる方は試問の

みの受験が可能です。

◦今回、試問のみ受ける方も、上記申込み受付期間内に、受講申込書（１部）の提出が必要となります。
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平成27年度　整備主任者法令研修平成27年度　整備主任者法令研修
　平成27年度　整備主任者法令研修が下記のとおり開催されますので、お知らせいたします。

記

１．研修日時及び場所

日　　時 地　　　　区 場　所（会　場）

10月21日（水） 13：00～ 城北及び11号線ブロック 愛媛県自動車整備振興会

10月26日（月） 13：00～ 宇和島東部及び吉田ブロック 南予支部技能研修センター

10月27日（火） 13：00～ 内子町及び大洲市 西予支部研修センター

10月29日（木） 13：00～ 四国中央市 東予自動車会館

11月４日（水） 13：00～ 桜井、今治東
及び大西・菊間ブロック

今治市越智郡
自動車整備事業協同組合

11月５日（木） 13：00～ 城南、56号線及び三津ブロック 愛媛県自動車整備振興会

11月９日（月） 13：00～ 今治西、南及び朝倉ブロック 今治市越智郡
自動車整備事業協同組合

11月10日（火） 13：00～ 城西、上浮穴及び
伊予市・伊予郡ブロック 愛媛県自動車整備振興会

11月11日（水） 13：00～ 新居浜市 東予自動車会館

11月12日（木） 13：00～ 鬼北、津島及び南宇和ブロック 南予支部技能研修センター

11月13日（金） 13：00～ 八幡浜市、伊方町、及び西予市 西予支部研修センター

11月16日（月） 13：00～ 西条市 東予自動車会館

11月18日（水） 13：00～ 33号線北、中央、南及び北条ブロック 愛媛県自動車整備振興会

11月19日（木） 13：00～ 今治北、中央、大三島、伯方及び
大島ブロック

今治市越智郡
自動車整備事業協同組合

11月20日（金） 13：00～ 宇和島中部及び南部ブロック 南予支部技能研修センター

11月26日（木） 13：00～ 愛媛県内（最終） 愛媛県自動車整備振興会

●　駐車場の都合上、対象地区またはブロック別に分けて研修を実施いたしますので、該当す
る日に受講していただきますようご協力をお願いいたします。

　　なお、やむを得ない場合または同一事業場に複数の整備主任者を選任している場合は、こ
の限りではありません。

２．研修対象者　　現在、整備主任者として選任している方
注１．自動車検査員を兼務している方で、平成27年度の自動車検査員研修を受講した方

を除きます。

注２．自動車検査員教習を受講予定の方は、必ず受講してください。

３．研修内容　　自動車整備事業に関する法令及び通達、その他整備主任者として必要な事項

次ページへつづく

済
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４．講師　　愛媛運輸支局　検査整備保安部門職員

５．研修資料代及び研修会開催費（税込）　　※資料についての詳細は、下記をご覧ください。

　（１）研修資料代　　（２冊）　１，３００円（定価）

　（３）研修会開催費　（１名）　　 ８００円

６．その他

（１）筆記用具をご持参ください。

（２）出席名簿に認証番号の記入が必要になりますので、ご準備をおねがいします。

（３）正当な理由により出席できない場合は、事前に愛媛運輸支局 検査整備保安部門までご

連絡ください。（ＴＥＬ：０８９－９５６－１５６１）

（４）各会場共に駐車できる台数が限られています。公共交通機関のご利用や、お車の乗り合

わせをお願いします。お車でお越しの際は、各会場のルールを守って駐車してください。

中予地区の会場では職員の誘導に従って検査場東側の駐車場から駐車してください。

整備主任者（法令）研修で
使用する資料について

使用する資料は、２種類あります。
≪内訳≫

・平成27年度　整備主任者研修資料（全国共通教材）　　定価：６００円（税込）

・平成27年度　整備主任者研修資料（地域教材）　　　　定価：７００円（税込）

※　地域教材の価格が、９月号でお知らせした予定価格から、１００円お安くなりました。

※　四国運輸局ホームページに掲載されているものを印刷し、ご持参いただいた場合は、

研修資料代は不要です。印刷までの手順は以下のとおりです。

四国運輸局ホームページ → 組織別情報（自動車技術安全部） →

整備主任者・自動車検査員研修資料　→　整備主任者研修資料　地域教材（平成27年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整備主任者研修資料　全国教材（平成27年度）



— 8 —

ＣＶＴ及び最近のダイハツ車についての
講習会開催のご案内

　今年度のメーカー別研修として、ダイハツ車に搭載されているＣＶＴユニットの特長、構造
作動及びメンテナンスと最近のダイハツ車における車検、点検時、定期交換部品に関する注意
事項及びダイハツ車特有の整備ポイントについての講習会を下記の通り開催いたしますので、
ご参加ください。

記
１．日　時　及び　会　場

日　　付 時　　間 支部 会　　場

11月25日（水）
９：30～12：00 東予 東予自動車会館
14：00～16：30 今治 今治市越智郡自動車整備事業協同組合

11月26日（木）
９：30～12：00 西予 西予支部研修センター
14：00～16：30 南予 南予支部研修センター

11月27日（金） ９：30～12：00 中予 振興会技能教育センター

２．講 習 内 容	 【ＣＶＴについて】
	 　①特徴　②構造・作動　③制御　④メンテナンス
	 【最近のダイハツ車について】
	 　①車検、点検時の注意事項　②定期交換部品に関する注意事項
	 　③ダイハツ車特有の整備ポイント
３．講　　　師　　愛媛ダイハツ販売㈱及びダイハツ工業㈱
４．申　込　み　　申し込み方法は、このページをコピーし必要事項を記入の上、平成27年11

月20日（金）までに振興会教育課へＦＡＸをお願いします。
ＦＡＸ番号０８９－９５６－２１８８

５．受　講　料　　１，０８０円（税込）
６．資　料　代　　無料
７．定　　　員　　各会場25名（定員になり次第締め切ります。）

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞

振興会教育課行き　ＦＡＸ０８９－９５６－２１８８

ＣＶＴ及び最近のダイハツ車についての講習会 申込書

希望会場
11/25東予　　 11/25今治　　 11/26西予　　 11/26南予　　 11/27中予

希望会場に○をつけてください。

事業場名

受講者氏名
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福岡県自動車整備振興会（ＦＡＳ）による
トラブルシュート事例講習会開催のご案内

表題のトラブルシュート事例講習会は、福岡県の整備振興会が会員から毎日故障探求依
頼があり、職員が故障内容の指導した中で、特に業界にお知らせすることで喜ばれる事例
を冊子に纏め、今回「トラブルシュート事例集ＰＡＲＴ－11」が発刊されました。そこで、
今年度も福岡県自動車整備振興会のご好意により下記の要領でトラブルシュート事例講習
会を開催することとしました。実践的な研修内容で、故障探求の参考となります。

ぜひ、この機会に受講をお勧めします。

記

１．開催日時

開 催 日 開 催 時 間 支部 講　習　場　所
12月１日（火） 14時～17時 東予 東予地区自動車整備協同組合

12月２日（水）
９時～12時 今治 今治市越智郡自動車整備事業協同組合
14時～17時 中予 愛媛県自動車整備振興会 自動車会館

12月３日（木）
９時～12時 南予 南予支部研修センター
14時～17時 西予 西予支部研修センター

２．講師	 （一社）福岡県自動車整備振興会　職員
３．受講料	 無料
４．資料代	 ２，１００円（税込）
５．受講申込方法及び締切日

　　11月20日（金）までに、振興会／教育課まで申し込みをお願いします。

ＦＡＸ番号　０８９－９５６－２１８８

トラブルシュート事例講習会受講申込書
事業場名 認証番号

70－
受講者氏名

受講希望場所

○で囲んでください

１２／１（火）東予支部
（14時～17時）

１２／２（水）今治支部
（９時～12時）

１２／２（水）中予支部
（14時～17時）

１２／３（木）南予支部
（９時～12時）

１２／３（木）西予支部
（14時～17時）
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経営者研修会開催のご案内
『クルマを売りたいならクルマの話はやめなさい！』

　今年度の経営者研修会は、『日本一、イタリア車を売った女！』と呼ばれた株式会社グ

ラッツェミッレの高塚苑美氏を講師にお招きし、自動車整備業の売り上げの基となる“販

売”に特化した研修会を開催いたします。

　近年、新車の販売台数が下降線をたどる一方ですが、是非この機会にご出席いただきま

すよう、ご案内申し上げます。

１．開催日時　　平成28年１月14日（木）13：30～15：00

２．会　　場　　愛媛県自動車整備振興会

３．テ ー マ　　『クルマを売りたいならクルマの話はやめなさい！』

	 ◎営業とは○○する人である

	 ◎お客様との関係性は無意識に決まっている

	 ◎心を開くヒアリングのコツ

	 ◎本音を引き出す質問術

	 ◎お客様が購入する２つの理由

	 ◎お客様が知りたいこと　　　　　など

４．講　　師　　株式会社グラッツェミッレ　高塚 苑美　氏

（略歴）

1977年　静岡県浜松市生まれ

1999年　同志社大学経済学部卒業後、単身ニュージーランドへ渡る。

2000年　帰国後、家業である輸入車ディーラーに半年間のアルバイトと

して入社。

	 車の知識ゼロ、運転もできない状態から営業を始める。

	 「商品説明ゼロ」という独自の営業スタイルを確立し、平均の倍以上を売り上げ、８年

間で800台の販売を記録。

	 → 「日本一、イタリア車を売った女！」と異名がつく

2008年　輸入車業界で最年少の女性マネージャーに就任すると、女性に支持される店舗改革を行

い、業績を最下位から全国ＴＯＰ３ へ躍進させる。

	 セールスマネジメントの手法も注目を浴び、「伝説のセールスウーマン」と呼ばれる。

2011年　株式会社グラッツェミッレ設立、代表取締役に就任。

	 全国で積極的に講演を行う。

	 近年は東南アジアでの途上国支援や、国内では地方活性化プロジェクトに携わる。
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2014年　アメリカ国務省の招待による研修プログラム「ＩＶＬＰ＊」に参加。

	 １次産業および２次産業のマーケティングやブランディング戦略、地域活性の政策につ

いて学ぶ。

５．受講対象者　振興会会員事業者

６．会　　費　　無料

７．申込方法

下記の申込書にご記入のうえ、ＦＡＸ等でお申込ください。

振興会ホームページの「Topics & news ～経営者研修会を開催します～」の記事

からも、お申込みいただけます。

８．申込締切　平成28年１月８日（金）

・・・・　＜経営者研修会　参加申込書（コピーしてご利用ください）＞　・・・・

　振興会・指導課　行き

　ＦＡＸ：０８９－９５６－２１８８

認証番号 四運証第７０－　　　　　　　　号

事業場名

参加者氏名

＊ ＩＶＬＰ （ International Visitor Leadership Program）
　毎年世界中から政治・文化・報道などの分野で活躍している若者をアメリカに国費
招待し、アメリカ文化を理解しながら各分野の勉強をしてもらおうというプログラム。
　日本では、細川護煕氏、海部俊樹氏などが参加しており、イギリスのサッチャー元
首相やブレア元首相、アジアでは台湾の陳水扁前総統、マレーシアのマハティール元
首相も参加経験者である。



Ⅲ．国土交通省、自動車検査独立行政法人、軽自動車検査協会からお知らせ
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ブロック会への参加のお願い

会員の皆様へ

Ⅳ．お知らせコーナー

拝啓　時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

日頃は、振興会事業に対し、ご協力を賜り厚くお礼申し上げま

す。

さて、振興会ブロック長会開催後、各ブロックにおきまして、

ブロック長より随時ブロック会を開催して頂いております。この

ブロック会は、本会の事業推進状況、各種研修会案内、業務連絡

等会員の皆様に必要な情報を伝える重要な会議となっており、会

員相互の意見交換の場ともなっております。また、地域の会員の

皆様の親睦を深める為の懇親会等も開催いたしておりますので、

ブロック会の案内がありましたら、奮ってご参加をよろしくお願

いいたします。

敬具
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自動車重量税の税額の基本的な
考え方に関する注意点について

　自動車重量税につきましては、本年５月１日から新税制が適用されておりますが、新車

新規検査時に免税を受けた自動車であって、初めての継続検査等を受ける際に、自動車検

査証の有効期間満了日から15日を経過していたことから、当該自動車について自動車重量

税の減免が受けられなかった、との情報があり、本件について国土交通省に確認したとこ

ろ、下記のとおり回答がありましたので、お知らせいたします。

記

◎新車新規検査後の初めての継続検査等時における注意点

　新車新規検査による自動車検査証の有効期間が満了する日から起算して15日を経過した

後に、初めて継続検査等を受けようとした際には、減免対象車であっても、自動車重量税

の減免が受けられません。

　なお、この場合の自動車重量税は、本年５月１日からの新税制の間にあっては、本則税

率が適用されます。

以上

租税特別措置法　第90条の12第４項　概要（参考参照）

　平成24年５月１日から平成26年３月31日までの間における新車新規検査（予備検

査後の自動車検査証の交付を含む。）時に免税を受けた自動車については、新車新規

検査による自動車検査証の有効期間が満了する日から起算して15日を経過する日ま

での間に、初めての継続検査等（一時抹消登録後の中古新規検査を含む。）を受ける

際（新車新規検査による自動車検査証の記載事項について車両構造等の変更がない

場合に限る。）に納付すべき自動車重量税が50％軽減されます。

　また、平成26年４月１日から平成27年３月31日までの間に新車新規検査時に免税

を受けた自動車については、同様の条件で、初めての継続検査等を受ける際に自動

車重量税が免税となります。
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参　考

租税特別措置法（抜粋）

（自動車重量税の免税等）

第90条の12　次に掲げる検査自動車（二輪の小型自動車を除く。以下この条において同じ。）

について平成24年５月１日から平成27年４月30日までの間に初めて道路運送車両法第60

条第１項又は第71条第４項の規定により自動車検査証の交付を受ける場合には、当該自

動車検査証の交付に係る自動車重量税を免除する。

（略）

４　第１項（第６項において準用する場合を含む。以下この項において同じ。）の規定の

適用を受けた検査自動車について初めて道路運送車両法第60条第１項又は第71条第４項

の規定により交付を受けた自動車検査証の有効期間が満了する日から起算して15日を経

過する日までに自動車検査証の交付等（自動車重量税法第５条第３号に掲げる自動車以

外の自動車に係るものであって、当該自動車について初めて道路運送車両法第60条第１

項又は第71条第４項の規定により自動車検査証の交付を受けた日後最初に受けるものに

限る。以下この項において同じ。）を受ける場合（当該自動車検査証の交付等を受ける

際に、初めて同法第60条第１項又は第71条第４項の規定により交付を受けた自動車検査

証の記載事項について財務省令で定める変更がない場合に限る。）には、平成26年３月

31日までに第１項の規定の適用を受けた検査自動車にあっては、当該自動車検査証の交

付等に係る自動車重量税の税額は、自動車重量税法第７条第１項の規定にかかわらず、

同項の規定により計算した金額に、100分の50を乗じて計算した金額とし、同年４月１

日以後に第１項の規定の適用を受けた検査自動車にあっては、当該自動車検査証の交付

等に係る自動車重量税を免除する。

（略）
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八幡浜「みなと交流館」へ
電動自転車を寄贈

　毎年、社会還元事業の一環として実施している事業について、今年度

は西予支部より要望のあったレンタサイクル事業を展開している八幡浜

市及びみなと交流館に対してレンタサイクル用自転車として電動クロス

バイク３台、電動婦人サイクル４台、二人乗りタンデム自転車１台の合

計８台を寄贈しました。

　贈呈式は、10月12日に八幡浜市沖新田の道の駅「八幡浜みなっと」に

て行われ、上甲西予支部長が挨拶の後、八幡浜市長へ目録を手渡しました。

なお、当日の贈呈式には、地元新聞社が取材に訪れており、報道されま

した。



— 19 —

昨年度に引き続き
愛媛県交通安全協会へ反射シールを寄贈

　昨年度に引き続き、公益活動の一環として、交通安全対策に役立てて

もらいたく夜間の歩行者の交通事故防止につながるよう靴やバッグ等に

貼ることが出来る反射シール4,800セットを寄贈しました。

　贈呈式は、９月15日に愛媛県警察本部にて行われ、田中専務理事より

愛媛県交通安全協会の宮脇専務理事へ目録を手渡しました。寄贈した反

射シールは秋の交通安全運動期間中、歩行者や自転車利用者に直接貼付

されました。

　なお、当日の贈呈式には、地元テレビ局及び新聞社が取材に訪れており、

ニュースに取り上げられました。
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てんけんJr.が今日の天気を
お知らせしています！

　11月の月曜日（２日、９日、16日、23日、30日）、テレ

ビ愛媛で朝７時57分頃に放送される天気予報は、てんけん

Ｊｒ．とナノキュンがおしらせしています。是非、ご覧く

ださい。
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　全国の整備相談所に寄せられた整備相談事例（苦情・問い合せ含む）のうち、今月は、11件を掲載いたし

ます。

Ｃａｓｅ１　ヘッドライトＥＣＵの再交換が有償

になるのは納得できない

平成27年３月19日　奈良県　女性

車種：ミニバン　　登録年月：平成17年

走行距離：不明

【相談】

50歳代後半と思われる女性からの相談。

平成26年11月ごろ、息子から譲りうけた車の右

ヘッドライトが点灯しなくなり、近くの取扱い

ディーラーに入庫し整備をお願いした。その後、

ヘッドライトを点灯させるためのＥＣＵが悪いと

いうことで交換、約５万７千円の料金を支払った。

ところが、今年３月に入り同様の不具合が発生

した。再度、前回入庫先のディーラーへ依頼し点

検して貰った結果、前回と同様の部品が悪く修理

金額として約７万９千円が必要と言われた。少し

腹立たしくなり、前回同じところの部品交換をし

て貰ったのに、｢なぜ、また故障するのですか｣ と

追及すると、｢今回はヘッドランプ内に水が入り同

ランプに取り付けられているコントローラー内に

水が入り、内部が腐食したことで悪くなった｣ と

言われても納得いかない。｢修理して貰っても代金

のお支払いを考えさせていただく｣ と話すと、自

動車を自宅まで持って来て、｢代金をいただけない

ようなのでお車をお返しします｣ と言われた。ど

うしても納得いかないので相談したくなり、電話

連絡させて貰ったとのこと。

【対応】

当方から、｢昨年の整備時に、どこが、どのよう

に悪いのかという説明がなかったのですか｣ と質

問すると、相談者は ｢ただ単にコントローラーが

悪かったとしか説明を受けていません｣ とのこと。

当相談所の回答として（前回の整備において何

らかの作業ミスが想定されことから）、現場サイド

の前回の点検整備の経緯、詳細について不透明で

あることを説明しご理解いただき、更に事業者に

相談者の要望を伝えると共に事業場から適切な詳

細説明を相談者に返答して貰えるよう依頼すると

いうことで、電話は終了した。

当会より会員ディーラーに連絡し、お客様から

の指摘事項、思いを伝え、今回の整備に至った経緯、

前回の整備との違いを含めプロとしての説明を再

度相談者にして欲しい旨を依頼。事業者からの聞

き取りのなかで、故障状況の説明に問題がある（前

回の整備と今回の故障について関連性はないとは

言い切れない部分があると思われる）と判断。また、

お客様の立場にたって説明責任を果たして欲しい

と伝えた。その後、再苦情の連絡はなし。

Ｃａｓｅ２　修理して間もないのに何故エンジン

は焼き付いたのか

平成27年３月24日　群馬県　男性

車種：バス　　登録年月：平成９年１月

走行距離：不明

全国の整備相談所に寄せられた整備相談事例のご紹介
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【相談】

昨年９月にオーバーヒートを起こし、ディーラー

整備工場にて修理を行った。同年12月に白煙が多

いため、再度、同ディーラー整備工場にて修理を

行ったが、名神高速道路下り（岐阜県）でエンジ

ンより異音が発生し停止した。原因はエンジン焼

き付きとのことであるが、９月、12月の修理の際

に必要な点検と消耗品などの必要な部品等は交換

していた。修理後の少ない走行距離、短い使用期

間にもかかわらず、何故、このような事態になっ

たのか。修理を依頼したディーラー整備工場へ出

向き説明を受け、また、今回の修理見積金額（レッ

カー代含む）も高額であるため、納得できずにト

ラブルとなり、仲裁を求め当会へ相談した。

【対応】

当会はトラブルの仲裁をする機関ではなく、あ

くまでも相談として双方の話を聞く立場である旨、

また、当該ディーラーのサービス部に今回整備相

談があったことを伝えるとともに、今後の対応を

聞き、相談者へ連絡をすると説明。

後日、当該ディーラーのサービス部長へ連絡を

取り、今回の整備相談の内容を伝え、内容確認と

今後の対応について依頼をする。相談者が納得す

るように、再度、きちんと説明をする機会をつく

ると報告があったので、その旨を相談者へ伝える

とともに、再度トラブルを仲裁する機関でない旨

を説明。相談者は了承したので、当会としての対

応とする。

Ｃａｓｅ３　交換したＨＩＤヘッドライトが暗い

平成27年３月25日　兵庫県　男性

車種：不明　　登録年月：不明

走行距離：不明

【相談】

ヘッドライトが暗くなってきたので、「激安」と

の看板を掲げるＡ自動車整備工場に部品代金込の

１万５千円で、ＨＩＤヘッドライトへの交換をお

願いした。しかし、交換した次の日に点灯させて

みると、元々つけられていたヘッドライトよりも

暗く、そのまま点けていたらすぐに切れた。あま

りにもお粗末な品物だったので工場に返金を申し

入れたが、「返金ではなく、新しいものに付け変え

る」といって引かず、結局、押し問答の末、「指定

したメーカーのものなら」とメーカーを指定して

妥協した。

ところが、交換されたＨＩＤは指定したメーカー

のものではなく、生産国も表示されていない紛い

物だった上、二度目の交換作業時に防水キャップ

を割ったのか水が浸入し、内部が曇るようになっ

た。光軸調整にしても壁に当てて調整するといっ

た原始的な方法で、テスターも使わず（保有して

いない？）、リフレクターも外されたままになって

いた。これらのことからこの店が信用できなくな

り、車を購入した別のＢ工場に持って行ったとこ

ろ、絶句された。貴会に聞きたい。Ａ整備工場の

ような不当工場が野放しでいいのか？

【対応】

調べると、相談者の言う場所に認証工場はなかっ

たので、まずは、非会員未認証工場で行った作業

には安価とリスクが引き換えになっていることを

説明。問い合わせをしてきた方の声が若く、落ち

着いていたので、「あなただけでないが、ここに電

話をしてくる人の多くは、“素人だから”とか“知

らない”ということを自慢げに言うが、トラブル

になってから苦情を言ってきても、非会員未認証

工場を選んだのは私ではなくあなたなので自己責

任以外の何ものでもない。会員か非会員かなど我々
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にはわからないという方も多いが、そのために当

会ではラジオＣＭを入れ、新聞広告を打ち、いろ

んなイベント（具体的なイベント名や数字を説明

し、ＣＭの音楽を言うと知っていた）を行っている。

行き届いていないかもしれないが、ユーザーにも

知ろうとする努力は必要だと思う。今回のように

不都合が発生してから当会にいくら苦情をいって

もお金は返ってこない。先に情報を仕入れること

も必要だ」と説明。

また、感情が昂ぶって、裁判云々をいう人も多

いが、簡単に出来るものではない。今回のように

見積書も契約書もなく作業を依頼するのはよほど

の付き合いのある工場ならわからないでもないが、

面識もない工場に、安いという看板に踊らされて

いきなり飛び込んで作業させたあなたは、まさに

「飛んで火にいる夏の虫」。

今回、壊れて騙された（と思い込んでいる）と

言うなら、「あなたが工場の責任を明確にし、工場

と話をする以外方法はない」とアドバイス。ここ

までの話で納得し、「今度からは黄色い看板の工場

で修理をお願いする」と言って自分から電話を切っ

た。

最近は未認証工場の相談であってもこのように

落ち着いて話をする人には出来るだけその人の話

を聞き、認証工場と未認証工場のスキルの違いを

説明して、自己管理責任を徹底的に刷り込むよう

にしている。

Ｃａｓｅ４　オイルパンのドレンのねじ山が潰れ

た事例が他にないか

平成27年３月25日　香川県　事業者

車種：乗用車　　登録年月：平成７年

走行距離：100,000㎞

【相談】

会員事業者からの相談。昨年、オイル交換作業

中、ドレンボルトの締め付けが弱く、原因はオイ

ルパン側のねじ山が潰れていると確認できたため、

車を預かりオイルパンを交換することにした。

後日、ディーラーがお客さんの車を引き取りに

来て、その際、注文していたオイルパンも一緒に

持ち帰った（お客さんが車を購入したディーラー

に事情を説明したらしい）。修理後、お客さんが、

｢オイルパンのねじ山が潰れたのはボルトの締め過

ぎが原因｣ とディーラーから聞き、ディーラーに

支払った工賃２万円を当工場に請求してきた。

当工場としては、その車は10年落ちで約10万㎞

走行しており、毎回、当工場でオイル交換してい

るが、今まで問題なかったので締め過ぎが原因と

は考えにくい。また、最近はオイルパンの材質が

アルミに変わり、ボルトも長くなってきているが、

この車は短いボルトが使われており、そのことも

原因の１つではないか。このような事例が他に無

いか。また、リコールにはならないか、運輸支局

に申し出たい。

【対応】

先ず、工賃２万円の支払いについては、締め過

ぎか、経年劣化（金属疲労）か、原因が特定でき

ない限り、支払い義務はないと思うことと、会員

事業者に非が無いのであれば、逆にオイルパンの

費用を請求すべきであることを話した。

また、リコールについては運輸支局へ同行し、

今回の案件を国土交通省に報告して貰うことで了

承いただいた。会員事業者は、オイルパンの費用

については自己負担で、工賃についてはお客さん

と折半する方向で考えているらしい。
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Ｃａｓｅ５　オーバーヒート修理の再修理に不満、

初回の修理代金払いたくない

平成27年３月25日　福岡県　男性

車種：乗用車　　登録年月：平成16年８月

走行距離：83,000㎞

【相談】

平成26年２月に中古車販売店にて「中古車」を

購入。約１年が経過後、走行中にエンジンが止まっ

た。Ｍ自動車で修理を実施、原因はオーバーヒー

トとのこと。その後、走行中にエンジンが再び止

まり、再度Ｍ自動車に入庫した。Ｍ自動車はディー

ラーに原因究明を依頼。ディーラーの回答は、｢原

因はオイル管理不良によるタイミング・チェーン

ずれ？及びバルブ（１個）の損傷｣ とのことであっ

た。

Ｍ自動車に依頼した修理内容は「エンジンが止

まる」であり、勝手にラジエターの修理を行って

おり、原因は別の部位だったので初回分の修理代

は払わないでいいのでは？また、こういった事例

はあるのかとの相談であった。

【対応】

オーバーヒートは、主に冷却水とオイルが原因

で発生するケースがある旨説明。初回入庫時にオー

バーヒートによるラジエターの損傷等があれば、

修理は必要であったと思われる。また、中古車は

購入時の車両状態が様々であり、保証内容やメン

テナンス状況がどうであったかを問診した。

なお、オーバーヒートの原因が冷却系統の不良

及びオイル管理不良の場合には、修理費用も高額

になる場合も考えられる旨を伝え、初回の整備料

金を払わない根拠である「勝手に整備した」は「合

意着手」ではないのか？双方の話を聞いた上でな

いと状況把握ができないので、Ｍ自動車に状況確

認をしたい旨を伝えると、「もういいです」と言っ

て電話を切られた。

なお、Ｍ自動車に問い合わせたところ、初回入

庫時にラジエターのアッパータンクが破れていた

ことを確認した。

Ｃａｓｅ６　車検のキャンセルは同意の上だった

が、後日追加費用を請求される

平成27年３月26日　栃木県　女性

車種：乗用車　　登録年月：平成８年１月

走行距離：122,390㎞

【相談】

知人より紹介されたディーラー系中古車セン

ターへ車検を依頼し、諸費用６万円を支払った。

当初１週間の予定であったが、途中ストラット

からオイル漏れがあるとのことで、追加部品及び

追加作業でもう１週間預かりたいとの連絡があり、

承知し作業依頼をした。３日後また連絡があり、

更にオイルフィルターの交換、オイルパンのひび

割れ等があり、更に１週間納車が遅れるとの連絡

で、時間がかかりすぎることを理由に車検をキャ

ンセルした。注文してしまった部品や車検整備代

金については、最初に支払った諸費用の６万円で

相殺するとのことであったので、車両を車検切れ

のまま自宅に引き取った。

１か月後に連絡があり、「当社の計算ミスであと

６万円必要だ」と言われ、請求書が送られてきた。

請求書には「交換」となっている部品が引き取っ

た車両の後部座席に新品の状態で箱に入って置い

てある。また請求書には「詳細は別紙記録簿通り」

と記載されているが、記録簿は一切渡されていな

い。

車検も通していないのに合計で12万円も支払う
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のは納得できない。また、実施したかどうか疑わ

しい作業の代金も支払いたくはないが、知人の紹

介ということもありあまり強くも言えないので

困っている、との相談。

【対応】

相談を受け、ディーラーのサービス本部へ連絡

を取り、相談内容を伝え、適切な対応をお願いした。

後日、相談者より連絡があり、ディーラーより

謝罪があり、車検についても是非当社で行わせて

頂きたいとのことで、車検代金についても部品代

は最初に支払った６万円で良いので、残りの諸経

費分だけでやらせて頂きたいとのことであった。

まだ、車検を依頼するかは決めかねているが、誠

意ある対応と感じた。相談所には大変お世話になっ

た。相談して良かったとのご意見を頂いた。

Ｃａｓｅ７　課税を止める方法を教えて欲しい

平成27年３月26日　兵庫県　事業者

車種：不明　　登録年月：不明

走行距離：不明

【相談】

奥さんが、ご主人名義の車に乗って出て行った

まま行方不明になっている。奥さんは他県で暮ら

しているようだが、名義がご主人のままなので毎

年課税される。クルマはどうでもいいが課税され

ることが腹立たしい。税金を止める方法はないか？

【対応】

まずは廃車等の手続きで何とかならないものか

と陸運支局に相談。以上の説明をし、確認した。

わかっていたことだが、一言で言うと「廃車手続

きは出来ないし、税金関係はこちらではどうにも

ならない」とのこと。

次に県税事務所で課税を止める方法を聞いた。

基本、ナンバーが返納されるか、警察で受理され

た盗難届が必要。それ以外では滅失（事故等）が

ある。逆にいうと名義が使用者・所有者ともに本

人なら税負担は免れられない。

方法としては第一に名義を移転。第二に実際の

使用者（妻）と話し合い費用負担をお願いする。

第三に車を取り返して廃車手続をするといった方

法になる。課税庁からすると、「名義はそのままで

税金の請求は止めて欲しい」というのは受け入れ

がたい要望であり、「名義人と実際の使用者との間

で話し合うか、実際の使用者に税負担をさせるか、

名義人から実際の使用者に不当利得返還請求なり

をして対応して欲しい」となる。

第三の方法において、車を取り返して、という

のも「勝手に」取り返すのは違法。相手を見つけ、

話し合いの上で取り返すという意味。勝手に持ち

帰ると「自力救済」になり、単なる窃盗に該当す

る場合もある。また、車を見つけ、廃車にするた

めにナンバーだけを外して持ち帰るというのも同

等の行為である。

いずれにしろ法的には実際の使用者を見つけて

話し合わないことにはどうしようもない。整備工

場としても立ち入りにくい部分であり、｢お客さん

に早まった行動はしないよう、アドバイスして欲

しい｣ と言って相談を終えた。

Ｃａｓｅ８　作業そのものが疑わしいので整備代

金を返還して欲しい

平成27年３月27日　神奈川県　男性

車種：乗用車　　登録年月：平成19年

走行距離：不明
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【相談】

７年程前から乗っている車を、昨年８月ディー

ラー（指定工場）に車検依頼した。問題なく納車

されたが、半月後に別の整備工場に排気系統の作

業を依頼したところ、新車時にスポーツパーツの

ブレーキホースとオプション交換した際の取付不

良（固定位置がずれホースが捩じれていた）が確

認され、また、エンジン下面のオイル痕が取り除

かれていないのが確認された。

工場に申し出ると、最初はブレーキホースの取

付状態の不具合を認識できず、販売元への照会後

に不具合を認めて新品と交換することになった。

エンジンの汚れについては、｢スチーム洗浄の一部

作業が不十分であったと思われるので再作業を行

わせて欲しい｣ との申し出があった。

また、作業内容の不信感を取り除く為には、｢車

検に準じた整備を再度実施させて欲しい｣ との提

案があったが、７年間の作業そのものが行われて

いるか疑わしい状態で作業を任せることには信頼

ができないことから、７年分の整備代金の返還を

要求した。譲歩して、今回の車検代金を返還して

くれるように誠意を求めたが、応じてくれない。

７年間の異常状態を放置された不安感を考えると

誠意を見せるべきではないか。交渉が出来るよう

にして欲しい。

【対応】

相談窓口では、金銭の仲介はできないが相談者

の了解の下、相手方との話し合いが行われるよう

双方の間に入って、アドバイスは出来ると伝えた。

確認の結果、工場側は作業の不手際は認めてお

り、信頼回復を得るべき提案をしているが誠意と

いう名の要求があり、受け入れられない金銭的な

条件については応じられないと拒否している。

相談者にはブレーキホースの取付けについて、

新車交換時等の作業確認が不十分であった点は問

題であるが、不具合対応としては理解できる範囲

と考えられること、及び事後処理の対応について

相談窓口で金銭的な仲介には介入できない旨を伝

えた。法律相談所に相談して、対応を考えたいと

のこと。

Ｃａｓｅ９　ディーラーがクレームを受け付けず

憤慨

平成27年３月27日　兵庫県　男性

車種：ミニバン　　登録年月：平成13年

走行距離：97,000㎞

【相談】

平成25年３月に購入した車で、平成26年11月に

検査を受けた。その３か月後にＣＶＴがおかしく

なり、今回その修理費用として40万円の見積りが

出た。

検査に20万円も費やし、ダイナモ（オルタネー

ター？）も修理した。ＣＶＴの不具合もエンジン

オイルの交換等で入庫した際に、おかしいと訴え

続けてきた部分である。それなのにＨディーラー

は今日まで点検すらしなかった。これはＨディー

ラーの職務怠慢であり、ＣＶＴが故障した原因の

全責任があると考えている。

【対応】

相談者の話だけ聞いていると理解できないので

Ｈディーラーに聞いた話もまとめ、総合的に報告

する。以下その内容。

クルマはこの相談者の弟が、平成13年に他県の

Ｎディーラーから新車で購入したもの。その弟か

ら平成25年３月に譲り受けたものだから初年度登

録は平成25年で、新車で買ったのは身内である弟
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だから新車だ、というのがユーザーの論。当然、

初年度登録年のことも、車が個人売買の中古車だ

とも一生懸命説明したが、全く受け入れない。し

かも、Ｈディーラーの話では、検査を受けたのは

ＨディーラーでもＮディーラーでもなく、別の県

のＧディーラーだということである。

譲り受けた時に保証継続（出来るかどうか知ら

ないが）もせず、Ｈディーラーにはエンジンオイ

ルの交換等で数回入庫しただけ。ほとんど関わり

合いがない。しかし、ユーザーは、「Ｈディーラー

には入庫するたびにミッションがおかしいと訴え

てきた。また、そういった苦情は入庫歴とともに

このＨディーラーが控え、保存しておかなければ

ならないもので、その義務もある。それをせず、

検査３ヶ月後にＣＶＴがこわれたのだから無償修

理するのが当然だし、今ではそんな苦情は聞いて

いないと責任逃れをする。こんないい加減なＨ

ディーラーが許せない」と、もはや支離滅裂。Ｐ

Ｌ法を盾に、Ｎ・Ｇ・Ｈの各ディーラーとメーカー

をごっちゃにしてクレームを言いたてているのは

わかるが、「弟さんがその車をどのように使い、保

守管理をどうしていたか？」と聞いてみても、「そ

んなことは知らないし、関係ない」と取り付く島

がない。

ここで仕方なく、Ｈディーラーの担当者の名を

聞きだし、連絡したわけだ。Ｈディーラーの話の

内容は書かないが、相談者の奥さんがワード文書

でＨディーラーの非（何の非かわからないが）を

４枚ほどにまとめてＦＡＸ送信したとか。整備相

談窓口担当者として出来ることは何もなく、社と

して対応が決まっているなら相談者に「振興会か

らも聞いたが、対応は決まっている」ときっぱり

言って貰って結構と言うと、「振興会にまで迷惑を

かけて申し訳ない」と逆に担当者に謝られた。

Ｃａｓｅ10　代車を好意で貸していたが、お客と

の連絡が途絶えた

平成27年３月27日　兵庫県　事業者

車種：軽自動車　　登録年月：不明

走行距離：不明

【相談】

年末にエンジン不調で中古エンジンに載せ替え

た軽自動車だが、修理代金を貰う前にその中古エ

ンジンのターボが壊れ、再び中古エンジンに載せ

替えた。客はしょっちゅう顔を出す人だが、｢料金

が払えない（20万５千円）｣ と言うので、｢払えな

いなら車は渡せない｣ と言いつつも田舎なので車

がないと生活に困ることはわかっているため、一

筆書かせた上で、当社の代車を好意でそのまま使

わせていたところ、一週間ほど前からこの客との

連絡が途絶え、電話も不通になった。

昨日、この客の取引先だという他県の会社から、

「納入代金の支払いが滞っており、未払金の回収に

動いている。貴社（当社）も売掛金があると聞いた。

その客がどこに居るのかわかったら教えて欲しい」

との連絡だった。ここで初めて事の重大さに気づ

いた。修理代金は大きいが、もはやレッカー代も

代車費用も回収不能と考え、お金のことは後回し

にし、代車が当社名義なので早々に取り返すこと

にした。実は以前、自賠責保険が切れたまま、無

車検で当社の代車が使いまわされ、事故をされた

ことがあり、しかもクルマはそのまま放置されて、

逃走。大変な目にあった。そのことが頭をよぎり、

いても経ってもいられない。当社はどちらかとい

うと田舎にあり、ユーザーは一見の客。警察に相

談すると、「民事不介入」と言いつつ、「その人に

はあまりいい印象がない」という情報を教えてく

れた。何か打つ手があれば、教えて欲しい。
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【対応】

予断を許さないので民事不介入と言っている警

察に横領物件として届けておくことを勧める。そ

れで責任の回避が出来る訳ではないが、届出は必

要。警察が窃盗事件として扱う可能性もある。

車両は修理が済んでいるので、取りに来ないの

なら損害賠償請求も準備しておきたい。工場にク

ルマを放置したままなのは立派な損害。｢修理代金

も含め、すぐに車両価格くらいにはなるので証明

できる準備が整ったら民事訴訟。相手が支払う見

込みはないなら弁護士費用などは全くのムダ金に

なる｣ と言うと、「とりあえず警察に横領物件とし

て届けを出し、３月いっぱいは様子を見る。指示

されたことはすべてやっておくので４月になった

らまた連絡する」と言って一旦この話をここで終

えた。

Ｃａｓｅ11　オイル詰まりの清掃代はオイル交換

した用品店に請求したい

平成27年３月31日　長野県　男性

車種：不明　　登録年月：不明

走行距離：不明

【相談】

自宅近くの自動車用品店でエンジンオイルを交

換したが、一週間後くらいでオイルランプが点灯

した。自動車用品店へ再入庫。原因は不明。

自動車用品店で紹介してもらった整備工場で点

検したところ、スラッジがオイルパンに大量に堆

積しており、オイルストレーナが詰まりオイルを

吸い上げなかったとのこと。相談者自身も分解し

た時点でその状態を確認した。オイルパン清掃と

ストレーナ清掃で現象が収まり、エンジンのカタ

カタ音が消えた。

自動車用品店でオイル交換した後にオイルラン

プが点灯したので、自動車用品店に責任が有るの

ではないか。自動車用品店に修理代を請求したい。

なお、相談者との電話で確認できた事は以下の

通り。

・２年前、中古車で購入。前の持ち主はオイルの

メンテナンスが悪かったのを承知していたが、

価格が安かったので購入した。

・相談者は購入してからは5,000㎞ごとにきちんと

オイル交換をしていたとの事。

【対応】

前の持ち主のオイル管理が悪くスラッジの堆積

が進み、たまたま今回自動車用品店でオイル交換

した後に症状が出たのであって、他の整備工場で

作業をしても同じ結果になったと思われる旨説明

すると、納得していただけた。
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スキャンツール活用事業場認定制度がスタートしました
　平成25年４月１日よりスキャンツール活用事業場認定［コンピューター・システム診断認定店］
の申請が始まります。認定事業場には下記ツール（のぼり、卓上盾、看板）の掲示が可能となり、
お客様に事業場をアピールするツールとして、ご活用いただけます。

認定要件　①スキャンツール応用研修修了者
　　　　　　又は、一級小型自動車整備士が１名以上勤務していること。
　　　　　②スキャンツールを保有していること。

（J-OBD Ⅱ対応、DTC の読み取り・消去、作業サポート、フリーズフレームデータ、
データモニター、アクティブテストの機能を有するもの。）

　　　　　③ FAINES 通常会員に加入していること。
　　　　　④振興会会員であること。
　　　　　⑤上記ツール（のぼり、卓上盾、看板）のどれか一つ以上の購入

申請に必要なもの
　　　　　・申請用紙⇒ホームページ又は、次ページをコピーしてください。
　　　　　・スキャンツールの写真
　　　　　・応用研修修了証又は一級小型自動車整備士の合格証の写し（コピー）
　　　　　　＊認定には数日お時間をいただきますので、あらかじめご了承ください。

のぼり（W600㎜× H1,800㎜）
2枚一組、竿無し 1,905円（税抜）

卓上盾（W180㎜× H240㎜）
2,857円（税抜）

看板（W600㎜× H498㎜）
4,333円（税抜）

整
　
　
備
　
　
士

事
　
　
業
　
　
場

申し込み 申請

認定修了証

都　道　府　県　自　動　車　整　備　振　興　会

スキャンツール
活用研修会の開催

◦基本研修（24年４月〜）
◦応用研修（25年４月〜）

認定審査（25年４月〜）

◦応用研修修了者又は
　一級自動車整備士
◦スキャンツール保有
◦ FAINES 加入

研修修了証の交付 コンピュータ・システム
診断認定店

スキャンツール活用事業場認定制度フローチャート
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	 NO　　　　　　　　　

スキャンツール活用事業場認定申請書
［コンピューター・システム診断認定店］

平成　  　年　  　月　  　日

住所	 電話番号

	 認証番号

事業場名	 ㊞　  FAINES 会員番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．応用研修修了者又は一級整備士【応用研修修了証又は一級整備士合格証書のコピーが必要となります。】

応用研修修了者又は一級整備士

氏名
応用研修修了証番号又は一級整備士合格証

番号

２．保有スキャンツール【写真が必要となります。】

メーカー名　　　　　　　　　　機種名 シリアル NO

　保有する機能に○をつけてください。

J － OBD Ⅱ対応 データモニター フリーズフレームデーター

DTC 読み取り・消去 作業サポート アクティブテスト

３．認定ツール【１つ以上の購入が必要となります。】

看板（N43720024）

４，３３３円（税抜）

卓上盾（N43710024）

２，８５７円（税抜）

のぼり旗（N43730024）

１，９０５円（税抜）

枚 枚

（２枚一組・竿なし（注））

セット

　＊ツール代金は後日、商品と引き換えでいただきます。

　＊振興会記入欄

振興会認定日

平成　　　　年　　　　月　　　　日

備考

愛媛県自動車整備振興会
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インターネットを利用して

自動車整備に必要な情報をゲット！！

ＦＡＩＮＥＳでできること

・メーカーのマニュアルが直接閲覧できる。

・故障整備事例＆アドバイス情報を入手できる。

・各車種の主要諸元値、点検基準値、標準作業点数が確認できる。

・リコール情報が入手できる。

・ｅｔｃ・・・。

入会金（初回のみ）	 １２，０００円

基本料金（月額）	 １，０００円	（３カ月毎の引き落とし）

FAINESに関するお問合せは、自動車整備振興会技術・教育課まで。

※ 表示金額は全て消費税抜きの金額です
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技術相談窓口相談ルール厳守のお願い
並びに厳守事項と依頼書の一部変更について

平成27年９月３日に各ディーラー技術相談窓口担当者と振興会技術委員会委員による「技術
相談窓口担当者意見交換会」を開催しました。

その際、各ディーラー相談窓口の実態と要望を伺ったところ、次の通り現状は、各担当者か
ら同じような実態と要望がありましたので、再度次ページの『技術相談にあたっての厳守事項』
を確認のうえ、相談をお願いします。

今回、『技術相談にあたっての厳守事項』と『整備技術相談依頼書』の一部変更しましたので、
併せてお知らせします。なお、アンダーライン部分が変更箇所となります。

各ディーラー技術相談窓口の現状

・ＦＡＸなしで電話での問い合わせが非常に多い。
→回答するための資料などが準備できないため、回答に時間がかかってしまいます。また、

車両情報がなければ装備などもわからないため、どこを確認すればいいかの範囲が広くなっ
てしまいます。

・現車の点検、確認等を行わず、症状だけで答えを聞いてくる。
→担当者が実車を確認しているわけではないので、不具合部位の推定範囲を小さくするため

に、点検内容や問診内容が重要になります。その情報が少ないほど推定範囲は広くなります。
車の部品個数は約５万にもなります。その中から少しでも推定範囲を小さくしたいもので
す。

・相談時間外（昼休みや夜の業務時間外など）に問い合わせがある。

・問い合わせ者の都合で時間をせかされる。
→担当者の業務は相談窓口の対応だけではありません。自社の仕事を行いながら平行して相

談にのっていただいております。同時に行う業務も多数あります。時には出張もあります。
相談者の先にお客様が待っているのも知っています。相談者には相談者の、担当者には担
当者の都合があります。相談者、担当者、どちらも少しでも円満に話がすすむように、また、
ユーザーにご不便をかけないためにも、ルールを守りましょう！

厳守事項

ＦＡＸ前に担当者にＦＡＸを送る事を電話で伝え、ＦＡＸを送る。

ＦＡＸが届かない場合は、相談に応じません。

＊ 相談後は、結果を報告しましょう！  担当者も人間です。相談ルールを守り、結果の報告が
あれば、次回も丁寧に相談にのっていただけるでしょう！
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必ず守ってください！

技術相談にあたっての厳守事項

厳守事項を守らない方は、技術相談に応じられません。

１．事前に相談窓口担当者に電話し、これから『技術相談依頼書』（別紙）を FAX する

ことを伝えます。その際に 社名、担当者名 を申し出てください。ＦＡＸ
による事前相談がないと、相談に応じられません。

２．事前に 基本点検、ダイアグ診断 等を備え付けの整備マニュアルや技術

資料又はＦＡＩＮＥＳ（ファイネス：整備情報システム）で確認して点検を行い、『技

術相談依頼書』に必要事項（点検結果等）をもれなく記入し、相談窓口担当者にＦＡ

Ｘしてください。

３．相談は、上記２．で基本点検、ダイアグ診断等を行なった、整備主任者、２級整備士

で 技術に関して詳しい方 が行ってください。

４．相談時間帯は、 午前10時～午後４時 までとし、昼食時（12時〜13時）は

避けること。

５．相談内容は、原則として 15分以内 で行うこととします。

６．担当者が休みの場合があります。予めご了承ください。

７．取扱車種以外の相談、質問はしないでください。

８．タイミングベルト 及び セキュリティー関係（イモビライザ、スマー

トキー等）の相談は お断りします。（タイミングベルトは、商工組合でマニュ

アルをお買い求めいただくか、ＦＡＩＮＥＳにご加入ください。）

９．諸元・基準値及び整備料金に関する相談は、お断りします。

10．フリーダイヤルでの技術相談はお断りします。

11．整備マニュアル等自動車メーカーの著作物をコピー、ＦＡＸすることは自動車メー

カーの著作権を侵害する恐れがありますので、相談に当たって、これらを要求する

ことは厳に慎んでください。

12．相談後は、相談窓口担当者に結果報告とお礼のＦＡＸをしてください。
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Ⅴ．
整備技

術

関係情
報

当該技術相談は（一社）福岡県自動車整備振興会の
ご協力により情報提供を受けたものです。
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Ⅵ

「安全・安心 ふれ愛フェア」に
協賛しました！

　去る10月12日（月）体育の日に、エミフルＭＡＳＡＫＩで開催されました『安全・安心

ふれ愛フェア』に、振興会職員が参加しました。このイベントは、事故や事件を未然に防

ぎ、安全・安心を確保するためには何が必要かを、参加・体験型イベントと、日常生活で

役立つ情報を掲載した冊子の配布等で啓発啓蒙するものです。昨年は、台風の接近で中止

となりましたが、今年は、やや肌寒かったものの好天に恵まれ、無事に開催されました。

　会場内には、安全・安心のために奮闘する「はたらくクルマ」が大集合！

　そんな中、振興会ブースでは、『てんけんＪｒ.とはたらくクルマ』というテーマで、チビッ

コを対象としたおえかき大会を開催し、クルマの点検の啓発とてんけんＪｒ . のＰＲをし

ました。
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　小さな画伯達が描いてくれた作品を、10月23日（金）～11月６日（金）まで、エミフル

ＭＡＳＡＫＩ内に掲示させていただきました。

　振興会では、今後も協賛したイベントに参加して、自動車ユーザーへの啓発活動を実施

します！

　小さな“画伯”達が、熱心に描いてくれました。

　また、参加企業の中には、ゆるキャラを連れてきている企業もあり、会場内ですれ違っ

た海上保安庁のキャラクター「うーみん」さんと、我らが「てんけんＪｒ .」のツーショッ

ト写真を撮ることができました。海と丘の安全を守る二人のコラボレーションです！
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街頭検査実施結果のお知らせ
　愛媛運輸支局、警察、検査独立行政法人、軽自動車検査協会及び振興会支部会員の皆様
方のご協力により街頭検査を実施し、整備不良車、違法改造車の排除と「自動車の保守管
理責任の啓蒙と点検整備の重要性、必要性等」の指導を行いましたので、下記の通りご報
告いたします。

◦◦　お疲れ様でした　◦◦
実施日時　　平成27年10月８日（木）　13時30分～15時30分
実施場所　　西条市船屋　県道13号線
協力支部　　東予支部（西条西ブロック）
出動人数　　国土交通省４名、警察４名、検査法人１名、軽検査協会１名、
　　　　　　振興会会員８名、振興会事務局１名

合計出動人数　19名

検査車両数　　　　　　 　117台
不良車両数　　　　　　　　３台	 …………不良車両数の割合2.5％

整備命令交付車両数　　 　０台

検査証有効期間切れ車両数	 ０台

定期点検整備未実施件数	 37件……未実施車両数の割合31.6％
特種車両警告書件数	 ０件
整備不良車両関係（口頭警告件数）	 ２件　　車両法第54条
整備不良車両関係（命令交付件数）	 ０件　　車両法第54条
不正改造車両関係（口頭警告件数）	 １件　　車両法第54条の２
不正改造車両関係（命令交付件数）	 ０件　　車両法第54条の２

装置別の保安基準不適合箇所数内容
◦保安装置　　　　　　　１件　　　　◦電気・灯火類　　　　 　２件
	 （内、灯火の色　　　　　２件）

	 ※合計不良箇所件数　   ３件
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街頭検査実施結果のお知らせ
　愛媛運輸支局、警察、検査独立行政法人、軽自動車検査協会及び振興会支部会員の皆様
方のご協力により街頭検査を実施し、整備不良車、違法改造車の排除と「自動車の保守管
理責任の啓蒙と点検整備の重要性、必要性等」の指導を行いましたので、下記の通りご報
告いたします。

◦◦　お疲れ様でした　◦◦
実施日時　　平成27年10月20日（火）　14時00分～16時00分
実施場所　　伊予郡砥部町　国道33号　砥部検問所
協力支部　　中予支部
出動人数　　国土交通省６名、警察３名、検査法人１名、軽検査協会１名、
　　　　　　振興会会員５名、振興会事務局１名、その他８名

合計出動人数　25名

検査車両数　　　　　　 　130台
不良車両数　　　　　　　　２台	 …………不良車両数の割合1.5％

整備命令交付車両数　　 　２台

検査証有効期間切れ車両数	 ０台

定期点検整備未実施件数	 43件……未実施車両数の割合33.0％
特種車両警告書件数	 ０件
整備不良車両関係（口頭警告件数）	 ３件　　車両法第54条
整備不良車両関係（命令交付件数）	 ２件　　車両法第54条
不正改造車両関係（口頭警告件数）	 ０件　　車両法第54条の２
不正改造車両関係（命令交付件数）	 ０件　　車両法第54条の２

装置別の保安基準不適合箇所数内容
◦走行装置　　　　　　　１件　　　　◦電気・灯火類　　　　 　４件

	 ※合計不良箇所件数　   ５件
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平成27年度　車検台数報告

（平成27年９月分）

Ⅶ．
統 計

・

資料関
係

登録自動車

平成27年

月　別

新　　規 継　　続 計 ４月よりの累計

指定 持込 指定 持込 指定 持込 指定 持込

9月 335 627 16,413 2,321 16,748 2,948 99,042 17,032

対前年同月比 99.4% 88.1% 90.5% 97.2% 90.7% 95.1% 105.0% 102.0%

前年同月 337 712 18,133 2,388 18,470 3,100 94,368 16,697

軽自動車

平成27年

月　別

新　　規 継　　続 計 ４月よりの累計

指定 持込 指定 持込 指定 持込 指定 持込

9月 321 216 12,850 2,933 13,171 3,149 80,247 19,280

対前年同月比 106.6% 122.7% 97.3% 97.2% 97.5% 98.7% 109.1% 104.6%

前年同月 301 176 13,201 3,016 13,502 3,192 73,585 18,440

登録車・軽

平成27年

月　別

新　　規 継　　続 計 ４月よりの累計

指定 持込 指定 持込 指定 持込 指定 持込

9月 656 843 29,263 5,254 29,919 6,097 179,289 36,312

対前年同月比 102.8% 94.9% 93.4% 97.2% 93.6% 96.9% 106.7% 103.3%

前年同月 638 888 31,334 5,404 31,972 6,292 167,953 35,137
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四国の自動車保有台数と販売状況（速報）
平成　  年　  月の27　 ９

四国運輸局

徳　　島 香　　川 愛　　媛 高　　知 計

検
　
　
　
査
　
　
　
自
　
　
　
動
　
　
　
車

前 年 同 月 末 車 両 数 318,983 403,926 495,064 256,390 1,474,363
前 月 末 車 両 数 316,071 400,917 490,510 253,876 1,461,374

登
　
録
　
自
　
動
　
車

新
　
規
　
登
　
録

新
　
車

前　 月 1,182 1,529 1,791 992 5,494
当　 月 1,635 2,210 2,560 1,476 7,881
前 月 比 138.3 144.5 142.9 148.8 143.4

中
　
古

前　 月 377 541 554 271 1,743
当　 月 370 561 584 317 1,832
前 月 比 98.1 103.7 105.4 117.0 105.1

計
前　 月 1,559 2,070 2,345 1,263 7,237
当　 月 2,005 2,771 3,144 1,793 9,713
前 月 比 128.6 133.9 134.1 142.0 134.2

抹 消 登 録 1,665 2,148 2,508 1,252 7,573
管 轄 変 更（ 入 ） 576 979 1,003 338 2,896
管 轄 変 更（ 出 ） 737 1,270 1,211 599 3,817

小 型 二 輪 車　 増 減 26 63 66 60 215
当 月 末 車 両 数 316,276 401,312 491,004 254,216 1,462,808

対 前 年 同 月 比 99.2 99.4 99.2 99.2 99.2
対 前 月 比 100.1 100.1 100.1 100.1 100.1

軽
　
　
　
自
　
　
　
動
　
　
　
車

前 年 同 月 末 車 両 数 302,998 376,426 521,589 307,245 1,508,258
前 月 末 車 両 数 306,594 381,098 527,047 309,858 1,524,597

検
査
対
象
軽
自
動
車

届
　
　
　
　
　
出

新
　
車

前　 月 921 1,310 1,459 1,028 4,718
当　 月 1,382 1,980 2,093 1,760 7,215
前 月 比 150.1 151.1 143.5 171.2 152.9

中
　
古

前　 月 332 406 470 384 1,592
当　 月 372 420 537 354 1,683
前 月 比 112.0 103.4 114.3 92.2 105.7

計
前　 月 1,253 1,716 1,929 1,412 6,310
当　 月 1,754 2,400 2,630 2,114 8,898
前 月 比 140.0 139.9 136.3 149.7 141.0

検 査 証 返 納 1,158 1,478 1,875 1,092 5,603
転 入・ 転 出 67 －295 72 －170 －326

軽 二 輪 車　 増 減 36 58 20 41 155
当 月 末 車 両 数 307,293 381,783 527,894 310,751 1,527,721

対 前 年 同 月 比 101.4 101.4 101.2 101.1 101.3
対 前 月 比 100.2 100.2 100.2 100.3 100.2

総
　
合
　
計

前 年 同 月 末 車 両 数 621,981 780,352 1,016,653 563,635 2,982,621
前 月 末 車 両 数 622,665 782,015 1,017,557 563,734 2,985,971
当 月 末 車 両 数 623,569 783,095 1,018,898 564,967 2,990,529

対 前 年 同 月 比 100.26 100.35 100.22 100.24 100.27
対 前 月 比 100.15 100.14 100.13 100.22 100.15

小型二輪車増減欄は、当月の小型二輪車の増減車両数の差引値
検査対象軽自動車の転入・転出欄は、当月の検査対象軽自動車の転入・転出による増減車両数の差引値
軽二輪車増減欄は、当月の軽二輪車の転入・転出による増減車両数を除いた増減車両数の差引値（速報値）
総合計の対前年同月比及び対前月比は、変化が小さいため小数点以下第２位まで算出している
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平成27年度
オイルキャンペーンご協力のお願い

平成27年９月吉日

組合員　各位

愛媛県自動車整備商工組合

理事長　小泉　一郎

　拝啓　初秋の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。

　平素は当組合事業にご尽力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、標題のオイルキャンペーンは、組合員の皆様の多大なご協力により昨年度も目標

を達成することができました。

　このオイルキャンペーンの目標を達成することによって、組合の運営をより良くするこ

とができることから、今年度も各ブロック別に目標数量を設定させていただき、10月～

11月の２ヶ月間販売を行うこととなりました。

　昨年度は、媛整商オイル・モーターオイル２（SN 5W－30）モーターオイル５（DH－

2 10W－30）等が好評でございましたので、是非ともご検討をお願いいたします。

　組合員皆様のご理解ご協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

敬具

　追伸　振興会ブロック長さんよりご案内がございましたら、一層のご協力を賜りますよ

う重ねてお願い申し上げます。

☆次ページ以降の掲載内容

◦　ブロック別目標数量

◦　キャンペーン用注文書

◦　メーカー別価格表

ｉ．コスモ石油

ⅱ．媛整商オイル

ⅲ．ＢＰ

ⅳ．Ｇｕｌｆ（二輪車用のみ）

Ⅷ.
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平成27年度オイルキャンペーン　　（10月～11月）

（ブロック別）目標数量一覧表� ドラム換算

ブロック別 組合員数 目標本数 ブロック別 組合員数 目標本数

川之江 30 6.5 33号線南 32 7

伊予三島 21 4.5 56号線 53 11.4

土居 23 5 三津 19 4.2

新居浜南 30 6.5 北条 14 3

新居浜東 35 7.6 上浮穴 16 3.5

新居浜西 17 3.7 伊予市・伊予郡 48 10.4

西条 51 11.1 中予支部計 346 75.1

西条西 54 11.7 内山 22 4.8

東予支部計 261 56.6 長浜 10 2.2

桜井 10 2.2 大洲東 10 2.2

今治東 18 3.9 大洲西 13 2.8

今治西 22 4.8 大洲中央 13 2.8

今治南 16 3.5 八幡浜 22 4.8

朝倉 12 2.6 半島 16 3.5

今治北 20 4.4 三瓶 8 1.7

今治中央 9 1.9 宇和 25 5.4

大西・菊間 8 1.7 野村 15 3.2

大三島 12 2.6 西予支部計 154 33.4

伯方 13 2.8 宇和島東部 18 3.9

大島 8 1.7 宇和島中部 15 3.2

今治支部計 148 32.1 宇和島南部 15 3.2

城北 30 6.5 吉田 7 1.5

城南 16 3.5 鬼北 21 4.5

城西 21 4.6 津島 8 1.7

11号線 47 10.2 南宇和 22 4.8

33号線北 24 5.2 南予支部計 106 22.8

33号線中央 26 5.6 合計 1,015 220
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㈱日本政策金融公庫の貸付利率の
改定について

　㈱日本政策金融公庫の貸付（融資）期間の一部の利率が改定されたの

でお知らせいたします。

　詳細につきましては、日本政策金融公庫ホームページ「http：//

www.jfc.go.jp/」の金利情報及び融資制度をご覧ください。

　

記

貸付制度 新利率（年利％） 旧利率（年利％） 実施日

普通貸付
１. ３０

（１. ２５～１. ８５）
１. ４０

（１. ３０～１. ９０）
10月９日

経営改善貸付
（マル経融資）

１. １５ １. ２５

（注１）普通貸付の基準利率は、貸付期間５年以内の利率です。ただし、

「経営改善貸付（マル経融資）」は、貸付期間は10年以内の利率

です。

（注２）普通貸付の（　）外は、中小企業事業の利率です。また、（　）内は、

国民生活事業の利率です。

（注３）「経営改善貸付（マル経融資）」は、国民生活事業の「特利Ｆ」

の利率です。
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中小企業信用保険法第２条第５項第５号
（セーフティネット保証５号）に基づく
指定業種のお知らせについて
（平成27年10月１日～平成27年12月31日）

　中小企業庁より、平成27年度第３四半期（平成27年10月１日から12月31日）に対象とな

る指定業種が公表され、自動車一般整備業（自動車分解整備業を含む）が継続指定される

ことになりましたので、お知らせいたします。
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・

・

・
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組合員

（電話番号の掛け間違いにご注意ください）
会社：０９２－２９２－４４３９
携帯：０９０－８８３６－７７８４
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平成 27 年 11 月吉日

　組合員様各位

愛媛県自動車整備商工組合

ＴＥＬ 089－956－7677

ＦＡＸ 089－914－8412

『クリーンウエス50』廃番について

　拝啓　貴社ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

　平素は格別のお引き立てをいただき、厚く御礼申し上げます。

　さて、皆様にご愛用いただいております『クリーンウエス50』でご

ざいますが、製造元の【イトマン（株）】より、平成27年12月末日を

以って廃番との連絡がありましたので、お知らせ致します。なお、廃

番日については在庫の関係で多少前後してしまう可能性がございます

ので、ご注意ください。

　

　誠にご迷惑をおかけいたしますが、今後とも宜しくお願い申し上げ

ます。

敬具
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・表示されているのは、定価となり、組合員価格とは異なります。

11月１日より商工組合窓口に置いています。11月１日より商工組合窓口に置いています。
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点検区分等 　

　 対 象 車 種

主　な　車　種　等

定期点検の間隔 車検証の 
有効期間

使用記録簿 
（車検）

月
か
３

３
表
別

月
か
３

４
表
別

月
か
６

５
表
別 １
　
　

年 ６
表
別 １
　
　

年 ７
表
別 初
　
　

回 降
以
目
回
２ 認

　
　

証

指
　
　

定

運　

送　

事　

業　

用

客
旅 普通・小型 バス、タクシー、ハイヤー ○ １年 1 8

軽 軽福祉タクシー ○ ２年 1 8

貨
　
物

車両総重量８ｔ以上

貨物運送事業者のトラック（３輪車含む）

○ １年 1 8
車両総重量８ｔ以上（トレーラ） ○ １年 2 9
車両総重量８ｔ未満 ○ 2年 1年 1 8
車両総重量８ｔ未満（トレーラ） ○ 2年 1年 2 9
軽（旅客を除く） ● ２年 6 11
二輪 ● 3年 2年 7 12

柩
霊 通常タイプ 霊柩車 ○ ２年 1 8

定員11名以上 霊柩車バス形状 ○ １年 1 8

自　

家　

用

貨
　
物

車両総重量８ｔ以上

トラック（３輪車を含む）

○ １年 1 8
車両総重量８ｔ以上（トレーラ） ○ １年 2 9
車両総重量８ｔ未満 ○ 2年 1年 3 10
車両総重量８ｔ未満（トレーラ） ○ 2年 1年 3 10

軽 ● ２年 6 11
定員11名以上 バス、マイクロバス ○ １年 1 8
幼児専用車 園児送迎車（大人換算10名以下） ○ １年 3 10

用
乗

普通・小型
一般の乗用車（マイカー）

● 3年 2年 5 11
軽 ● 3年 2年 6 11
三輪 ○ ２年 3 10

輪
二 小型 250ccを超えるバイク（側車付二輪自動車含む） ● 3年 2年 7 12

検査対象外軽自動車 125ccを超え250cc以下のバイク（側車付二輪自動車含む） ● な　し 7

特
　
種

普通・小型 キャンピング車 8t以上○ ○ ２年 1又は3 8又は10

物
貨 車両総重量８ｔ以上 給油車、タンク車、給水車、現金輸送車、 

コンクリートミキサー車、ボート・トレーラー、 
冷蔵冷凍車、活魚運搬車、散水車、塵芥車

○ ﾄﾚｰﾗ○ １年 1又は2 8又は9

車両総重量８ｔ未満 ○ 2年 1年 3 10

軽 ● ２年 6 11

殊
特
型
大 車両総重量８ｔ以上 ホイール・クレーン ○ ２年 1 8

車両総重量８ｔ未満 フォークリフト ○ ２年 3 10

物
貨 車両総重量８ｔ以上 ストラドル・キャリア、ポール・トレーラー ○ ﾄﾚｰﾗ○ １年 1又は2 8又は9
車両総重量８ｔ未満 ○ 2年 1年 3 10

検査対象外軽自動車 そり付、カタピラ付軽自動車 ○ な　し 3

レ　

ン　

タ　

カ　

貨
　
物

車両総重量８ｔ以上
トラック（３輪車を含む）

○ ﾄﾚｰﾗ○ １年 1又は2 8又は9
車両総重量８ｔ未満 ○ ﾄﾚｰﾗ○ 2年 1年 1又は2 8又は9

軽 ○ ２年 3 10
定員11名以上 マイクロバス ○ １年 1 8
幼児専用車 園児送迎車 ○ １年 1 8

乗
　
用

普通・小型
一般の乗用車（マイカー型）

○ 2年 1年 3 10
軽 ○ ２年 3 10
三輪 ○ 2年 1年 1 8

輪
二 小型 250ccを超えるバイク（側車付二輪自動車含む） ○ 2年 1年 3 10

検査対象外軽自動車 125ccを超え250cc以下のバイク（側車付二輪自動車含む） ○ な　し 3

特
　
種

普通・小型 キャンピング車 ○ 2年 1年 1 8

物
貨 車両総重量８ｔ以上 タンク車、冷蔵冷凍車等 ○ ﾄﾚｰﾗ○ １年 1又は2 8又は9
車両総重量８ｔ未満 ○ ﾄﾚｰﾗ○ 2年 1年 1又は2 8又は9

軽 ○ ２年 3 10

殊
特
型
大 車両総重量８ｔ以上 ホイール・クレーン ○ 2年 1年 1 8

車両総重量８ｔ未満 フォークリフト ○ 2年 1年 1 8

物
貨 車両総重量８ｔ以上 ストラドル・キャリア、ポール・トレーラー ○ ﾄﾚｰﾗ○ １年 1又は2 8又は9
車両総重量８ｔ未満 ○ ﾄﾚｰﾗ○ 2年 1年 1又は2 8又は9

検査対象外軽自動車 そり付、カタピラ付軽自動車 ○ な　し 1

自動車検査証の有効期間及び定期点検の間隔・使用記録簿の早見表
２０１３.９

※別表３　　事業用等
　別表４　　被牽引自動車
　別表５　　自家用貨物等
　別表６　　自家用乗用等
　別表７　　小型二輪等

※記録簿　 認証 …№１ 事業用等・№２ 被牽引自動車・№３ 自家用貨物等・№４ 自家用乗用等（1年）・
　　　　　 　　 　№５ 自家用乗用等（2年）・№６ 自家用乗用等（軽）・№７ 二輪自動車
　　　　　 指定 …№８ 事業用等・№９ 被牽引自動車・№ 10 自家用貨物等・№ 11 自家用乗用等・№ 12 二輪自動車
　

　　　　　　 点検基準は別表４、記録簿は認証が№２、指定が№９

Ⅸ．その他
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